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委
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長

八
幡
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学
校
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栃
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正
幸

有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
中
学

生
が
日
頃
の
生
活
の
中
で
感
じ
た
、
家
族

や
友
人
、
地
域
の
人
々
に
対
す
る
思
い
や

感
謝
、
あ
る
い
は
感
動
し
た
り
感
銘
を
受

け
た
り
し
た
経
験
、
さ
ら
に
は
将
来
へ
の

決
意
な
ど
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
同
世
代
の
青
少
年
が
互
い

に
理
解
し
合
い
、
大
人
が
中
学
生
へ
の
正

し
い
理
解
を
深
め
、
郷
土
の
未
来
を
担
う

若
い
世
代
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
４
校
の
町
立

中
学
校
か
ら
全
6
1
9
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
選
出
し
た
25
作
品
か
ら

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
優
秀

作
品
を
選
び
、
8
月
21
日
（
土
）
に
は
優

秀
作
品
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

作
品
は
、
ど
れ
も
中
学
生
ら
し
い
は
つ

ら
つ
と
し
た
感
性
豊
か
な
文
章
で
つ
づ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
特
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
真
摯
な
対
応
を
す

る
医
療
従
事
者
や
S
D
G
s
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
に
対
す
る
思
い
を
つ

づ
っ
た
と
思
え
る
文
章
が
多
数
を
占
め
て

い
ま
し
た
。

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
生
徒
の
作
品

は
、
自
分
の
経
験
し
た
こ
と
や
ニ
ュ
ー
ス

や
本
を
見
聞
き
し
た
体
験
を
通
し
て
感
じ

た
り
、
考
え
た
り
し
た
こ
と
な
ど
を
素
直

で
純
粋
な
熱
い
言
葉
で
表
現
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
表
現
に
感
動
し
勇
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
応
募
い
た
だ
い
た
生
徒
の
皆
さ

ま
に
、
改
め
て
大
き
な
拍
手
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

全
国
的
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
さ
ら
に
進
み
、
感
染
が
終
息

に
向
か
う
こ
と
を
願
い
ま
す
。

「
完
璧
主
義
と
戦
う
私
」

吉
備
中
学
校
１
年

江
川 

好
香

「
私
の
将
来
の
夢
」

吉
備
中
学
校
2
年

堂
前 

紀
恵

「
言
葉
の
大
切
さ
と
危
険
さ
」

吉
備
中
学
校
3
年

栗
栖 

奈
々

「
感
謝
と
は
」吉

備
中
学
校
3
年

中
山 

結
月

「
新
た
な
未
来
へ
向
か
っ
て
」

石
垣
中
学
校
2
年

畑
中 

望
来

「
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
時
」

八
幡
中
学
校
1
年

今
西 

由
美

「
背
中
を
押
し
て
く
れ
た

　
　
　
　
　
　

あ
る
ニ
ュ
ー
ス
」

八
幡
中
学
校
3
年

亀
井 

楓
花

優
秀
作
品
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
3
年
度 

青
少
年
育
成
町
民
会
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催

有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
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